
【教科書】

キャリアサポートブック、就活ドリルはじめての一般常識

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

試験、課題、理解度確認の小テストを総合的に評価し、授業参加度や授業態度も評価に含まれる。

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

履歴書や面接に関する基
本を理解し、相手に応じ
た的確な自己PRを行うこ
との重要性を理解してい
る。

履歴書や面接に関する基
本を理解せず、相手に応
じた的確な自己PRを行え
ない。

就職活動の流れを理解
し、必要なアクションを
自発的に起こせるように
なる。

就職活動の流れを理解
し、必要なアクションを
自発的に起こすことの重
要性を理解している。

到達目標D

一般教養を試される筆記
試験や適性試験で相応の
成績を収め、実際に就職
試験に合格できる。

一般教養を試される筆記
試験や適性試験の模擬試
験で相応の成績を収める
ことができる。

一般教養を試される筆記
試験や適性試験で相応の
成績を収める素養がな
い。

到達目標E
就職活動の流れを理解せ
ず、必要なアクションを
自発的に起こせない。

この授業では、「キャリアサポートブック」を用いて就職活動の流れや書類作成を学ぶ。まず自己分析を通じて興味や志向を明
確にし、業種・職種の理解を深め、自らの進むべき方向を見定める。さらに、求人情報の収集や企業エントリー方法、履歴書の
書き方に重点を置き、後期の「キャリアデザイン2」へとつなげる。

【到達目標】

この科目の到達目標は、自身を分析して適した職業を選択する力を身につけることである。具体的には、企業や就職情報サイト
を活用して自己実現につながる企業を選択し、企業と適切にコンタクトを取る方法を理解すること、履歴書や面接における自己
PRの基本を理解すること、一般教養や適性試験で相応の成績を収めるための素養を養うこと、そして就職活動の流れを理解し、
自発的に行動を起こせるようになることを目指す。

【授業の注意点】

授業では、出席だけでなく社会人としての受講マナーが求められる。適性試験を解く時間を設け、問題に慣れる機会を提供す
る。ガイダンスや各種セミナーの実施はスケジュールによって変更されることがある。また、授業時数の4分の3以上に出席しな
い場合は成績評価を行うことができない。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック評価
レベル３ レベル２ レベル１

要努力

担当教員 小高、齋藤 教員の実務経験 無 実務経験の職種

【科目の目的】

この授業は、職業選択の意義や働くことの意味を明確にし、社会人としての道筋を築くための情報提供と準備を行うものであ
る。卒業後に進学を目指す学生にとっても、社会人デビューに向けた事前学習や情報収集、就職活動の経験を通じて、進路検討
の参考となる。

【科目の概要】

科目名 キャリアデザイン１ 年度 2026

Career Design 1 学期 前期

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・学年 情報処理科  １年次 必／選 必 時間数 30

ふつう

企業や就職情報サイトを
活用し、自己実現を目指
すための適切な企業を選
択する方法を理解してい
る。

企業や就職情報サイトを
活用して、自己実現を目
指すための企業を選択で
きない。

企業とのコンタクト方法
を理解し、TPOや常識を踏
まえた対応の重要性を理
解している。

企業とのコンタクト方法
を理解せず、TPOや常識を
踏まえた対応ができな
い。

優れている

到達目標A

企業や就職情報サイトを
活用して、自己実現を目
指すために適した企業を
選ぶことができる。

企業とのコンタクト方法
を理解し、TPOや常識を踏
まえた対応を実際に行う
ことができる。

到達目標B

到達目標C

履歴書や面接に関する基
本を理解し、相手に応じ
た的確な自己PRを実際に
行うことができる。
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ESの書き方 エントリーシートの書き方の基本ルールを理解する

企業説明会 企業説明会の目的、把握すべき事項を理解する

会社訪問時の留意点、求められるマナーを理解する

就活サイト

情報の探し方

企業へのアプローチ

履歴書の書き方

志望動機の書き方

自己PRの書き方 自己PRの書き方の基本ルールを理解する

その他の欄の書き方 専門科目、課外活動の書き方について理解する

履歴書の書き方の基本ルールを理解する

志望動機の書き方の基本ルールを理解する

会社訪問

就職を希望するIT業界の業種を決定する

就職を希望するIT業界の職種を決定する

就活サイトの登録方法を理解する

希望する情報へアクセスへの仕方を理解する

企業にアプローチするときの方法、マナーを理解する

3

3

3

3

3

3

3

3

3

過去を振り返り、自分自身について理解を深める

将来の自分の希望について理解を深める 3

職業選択に必要な考え方を理解する 3

IT業界の構造と特徴を理解する

一般常識を身につける

キャリアサポートプログラムの内容を理解する

3

3

学期 前期

科目名 キャリアデザイン１ 年度 2026

英語表記 Career Design 1

業種の決定

職種の決定

求人情報の読み方とポイントを理解する

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

会社研究

就活ドリル

キャリアサポートプログ
ラム

自己分析

自己分析

業種研究 IT業界での業種について理解する

IT業界での職種について理解する

7 企業研究
会社の種類・組織につい
て学習する。

2 組織研究

IT業界の具体的な企業について研究し理解を深める

IT企業の組織形態について理解する

2 職業選択の考え方
職業選択の考え方につい
て学習する。

1 職業選択の考え方

IT業界

業界や業種・職種につい
て学習する。

2 職種研究

6
業界・業種・職種研
究

選択コース内容 １年次後期からの選択コース内容を理解する

授業テーマ 各授業の目的 授業内容 到達目標＝修得するスキル

1 オリエンテーション

情報処理科のコースと進
路確定へ向けたスケ
ジュールについて学習す
る。 進路決定スケジュールを理解する2 進路決定スケジュール

筆記試験 筆記試験の種類と対策方法を理解する

3
面接試験 面接試験の種類と対策方法を理解する

採用形態 採用形態の種類を理解する

3内定 内定までのプロセス、内定後のプロセスを理解する

求人情報

15
採用形態、内定、求
人情報の入手

採用形態や内定、就活サ
イトについて学習する。

12 エントリーシート
エントリーシートの記載
上のポイントについて学
習する。

1

会社説明会・会社訪
問

会社説明会や会社訪問に
関する留意事項について
学習する。 2

10 履歴書(1)
履歴書の書き方の基本
ルールについて学習す
る。

1

11 履歴書(2)
自己紹介書の記載上のポ
イントについて学習す
る。

13

14 筆記・面接試験
筆記試験や面接試験の概
要について学習する。

2

8 自己分析(3)
これまでの学習を踏ま
え、やりたい仕事や職種
などを考えてまとめる。 2

9
資料請求、Webエン
トリ

資料請求やWebエントリー
について学習する。

3 IT業界の紹介
IT業界の全体像について
学習する。就活ドリルに
も取り組む。 2

自己分析(1)

本学のキャリアサポート
プログラムについて学習
し、過去の自分を分析す
る。 2

4

5 自己分析(2)
現在の自分を分析し、自
己の将来像について考え
る。

1
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